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「病棟業務とか確実に診療報酬とか件数を取ろうとすると、中央業務は人手が欲しいってことで、補助員
にサポートをしてもらってる（施設3現場）」
「化学療法室の薬剤師の業務量負担がすごい上がってきて事務さんを要望した（施設1管理）」

「システムが発展したってのが大きいと思って。注射は全自動でピッキングされてきて、施用ごとに分けて
くれる機械ができたから充填もSPDでもできるって判断ができたと思うし、調剤室も薬をバーコード認証で
きる機械ができたからSPDでもピッキングできる（施設5現場）」

「機械のメンテナンスは薬剤師以外でもできるので非薬剤師でいい（施設2管理）」

非薬剤師の

薬剤師業務への理解

「薬剤師も定時で業務が終了しているわけではなく、非薬剤師の方が見ていないところで事務仕事をやっ
ているってのをある程度、非薬剤師にも理解してもらっとかないといけないと思う（施設6現場）」

薬剤師の

非薬剤師業務内容把握

「非薬剤師がこれはしていいけどこれだめとか、薬剤師側もそこふんわりしていると結局事務さん側も困
るから、薬剤師側がしっかりしとくっていうのもいる（施設6現場）」

病院側に非薬剤師導入の必

要性・効果を共有

「助手が何時間入った間に薬剤師が何時間病棟に行き、病棟の件数何点取れて利益としてはこんだけあ
ります。年間で何百万あれば、その調剤助手1人雇う体でそれ以上の利益が出ますよ、みたいな。数字で
出すっていうのが重要かもしれないです（施設2現場）」
「非薬剤師は5年任期だったけど、普通の新人薬剤師をできるぐらいですっていう基準を作って、それは認
めてもらって、長く希望する限り定年までできるようにしてもらったんです（施設1管理）」

薬剤部内での

共通認識をもつ

「薬剤師本来の仕事をするためには、この辺は非薬剤師にお願いしたいねって、薬剤師の間で共通言語
で共通の認識が出てくると思うんで、そうするとタスクシフトが進む（施設2管理）」
「薬剤師と薬剤師以外の者の間に壁ができてしまうと一気にタスクシフトが進まなくなると思うんで、非薬
剤師からも意見をちゃんともらえるような感じになってないと厳しいと思う（施設5管理）」

非薬剤師にも

タスクシフトの結果を共有

「非薬剤師の業務が増えた時に薬剤師は他の業務をすると思うので、非薬剤師のおかげでそういった業
務をできているっていう結果を共有できたらいいと思います（施設6現場）」

機械化
「機械はどこの施設でも入れられる額のものではないので、コストダウンしないと難しいと思うし、取り入れ
ていることで安全性加算みたいな算定がつくとかがあると病院も動いていきやすいと思う（施設1現場）」

「例えば外来の忙しい時間帯に補助員さんが集まって来られるように業務をちょっとずらすとか、そういう
工夫して忙しい時間帯に集まってきてもらって、そこでピッキングっていうのをやってもらっている（施設3
管理）」
「いろんな助手がエキスパートでそこの部署しか出来ないっていうふうにならないように、満遍なく皆さん
回られてました（施設2現場）」

「もっと薬剤師の専門性を発揮できるような業務に対してエビデンスを出して、診療報酬をどんどん付けて
いくっていうところです。診療報酬は付いていないけどやっている業務って、いっぱいあると思うんです。そ
ういうところをしっかりと診療報酬につなげていくっていうのは大事なのかなと思います（施設2管理）」

非薬剤師の新規雇用、十分

な業務契約の必要性

「あと10人ぐらい補助員がくると薬剤師じゃなくてもできるところ全部任せられる（施設3管理）」
「非薬剤師は募集してもこないです。モバイルとかで求人票とかそういうふうに簡単に若い人でも見れるよ
うなところに出していただくと、もっと求人が目についてくると思う（施設3管理）」
「SPDの業務は契約で決まってくるので、最初どこまでのことをやってもらえるのか、契約になりますので
事前にしっかり結んでおく必要があります（施設4管理）」

非薬剤師の業務負担への配

慮、サポートが必要

「業務量が多い時期も当然あるとは思うんですけど、その時の今後の計画を示してあげれるとしんどい時
期に対しても、ケアしてあげれるとより良いのかなと（施設6現場）」

「今は最低賃金なので、給料が高ければもっとモチベーションが高くなる（施設3管理）」

「非薬剤師は失敗したら、多分大変なことになるっていうイメージを持たれているんで不安なとこを結構感
じられてたと思うんですけど、基本的には「大丈夫です」ってご自身が言うまでは薬剤師が一緒に、自信
を持たれるまではずっと一緒にやっていくとして、研修期間はある程度柔軟に設けてました（施設2現場）」

「非薬剤師に絶対に必要なのは医療者に近い倫理観と基本的な薬品の考え方であったりそういった部分
ではないかなと思います（施設5管理）」
「パソコンが苦手な方は訓練でどうにかなる問題ではないような気はしていて、逆にできる人を雇えるよう
な環境にしたい（施設1現場）」
「持参薬確認に補助員がつくとよいが、質による。ある程度の知識、性格とかキャラクター、質と意識です
かね。誰でも良いっていう訳では無い（施設3現場）」
「テクニシャンをやっぱり国というか何かしら認定なりそういう制度がないと。一施設の薬剤師ではどこま
でできるかっていう評価が難しいので、全国的な一定した評価ができる認定機構があるとよりこちらは安
心してお任せすることができます（施設4管理）」

手順書、マニュアルの整備
「非薬剤師が間違いなくできるようなかたちのトレーニングとかマニュアルとか、eラーニング、アシスト研
修は受けてもらって、手順書に則ってやってもらってる（施設1管理）」

薬剤師と非薬剤師業務の

線引き、通知等の影響

「非薬剤師が仕事のできる範囲の線引きを明文化させて事務員同士でも、確認できるものがあるといい。
無いとどんどん業務が増えたり減ったり、事務員の中での独自ルールが発達していってしまったりするこ
とがあると思うので、トラブル防止のためにもあると良いと思います（施設1現場）」
「通知で非薬剤師でもできる業務が指針も示されて、調剤補助者にもお願いできるんなら、シフトしていこ
うっていう形で、そちらに移っていった（施設6現場）」

非薬剤師への対物業務移譲

に伴う薬剤師新人教育の課

題

人口減少のため機械化との

同時並行が必要

「労働人口は減るんで、雇う人がいないってことが発生することも考えられるんで、非薬剤師の雇用も機
械化も両方やらないと相当厳しいかなって思っています（施設2管理）」

機械は業務が限定的だが、

非薬剤師は業務拡充できる

「ロボットは一部の限定した仕事しかできないので、補助員の方も採用も一つの選択肢として考えて、いろ
んな業務をこれから拡充して担っていただける可能性もありますので、薬剤師の新しい補助の方の採用
もぜひ検討を考えていただきたいと思っています（施設6管理）」

非薬剤師は薬剤師より雇用

費が安い

「薬剤師を採用するよりも時間給の低い非薬剤師を採用してもらいやすいというのもありますかね（施設3
管理）」

非薬剤師は適材適所に

配置する必要がある

機械は導入費が高く、性能が

不十分、場所をとる

「現場経験が何年あったら資格が取れて、資格でさらに違うことができるみたいな、次のキャリアがあった
ら、行こうかなって思うかもしれない（施設4現場）」
「仕切りたい非薬剤師に対して役職をつけられると非薬剤師の中でうまく管理ができるといい（施設3管
理）」

資格制度が

モチベーションになる

「医療事務のように、国が非薬剤師の認定みたいなことを担保してくれるとモチベーションを持った人が現
れる可能性がある（施設4管理）」

非薬剤師の倫理観や医療人

の自覚の欠如と必要性

「薬剤師じゃないとしても、薬扱うのは事故もつきものですので、しっかりとした真摯に取り組んでいただく
とか、倫理観とか医療人としての心構えっていうのも持っていただいた方がいいと思っています（施設6管
理）」

非薬剤師の責任感の差と解

決策

「責任感の違いは個々の性格じゃないですか。助手さんたちの中では主任的立ち位置の方が結構うまく
教育っていうか、指導してくださっている感じはあります（施設2現場）」
「今注射室にいる非薬剤師は、責任を持って「自分達が第一ピッキングだから」っていうとこは思ってくれ
てる（施設2現場）」
「事務の業務でのエラーを数値化して傾向と対策を共有すると細かいとこをまで目を向けて責任感を持っ
てやってもらえるようになった（施設5管理）」

リスクを伴うので検証が必要
「最初から全部やったかなといったらそうではなくて、少しずつ検証を重ねながらやってもらうと、やっぱり
リスクを伴うのも事実ですから（施設2管理）」

業務の変化に対する

個人差

「変化に柔軟に対応できる人とやっぱり両方いると思うものですから、最初は徐々に感覚をつかんだら加
速していくようなやり方が一番いいんでしょうね（施設2管理）」

サブカテゴリー

薬剤部全員の

業務把握

タスク・シフト/シェア

の目的・効果の共有

機械の導入費の確保

更なる業務移譲には

非薬剤師の確保、継

続のためのサポート

が必要

非薬剤師は薄給のため給与向上が必要

非薬剤師の教育

薬剤師による研修

非薬剤師の

知識・技能の担保

段階的に推進

薬剤師の業務拡大

機械化による質の担保

機械操作者としての非薬剤師業務

きっかけ

目的の共有

機械化

非薬剤師の雇用

目的の共有

機械化

非薬剤師の教育

業務の標準化

機械と非薬剤師の利

点・欠点を補うため並

行導入が必要

非薬剤師の雇用

非薬剤師の教育

非薬剤師としてのキャリアの構築・地位向上

非薬剤師の責任感・

倫理観・モチベーショ

ンの向上

非薬剤師の雇用

非薬剤師の適切なマネジメント

非薬剤師の雇用費の確保


